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朝夕の涼しさに、秋の深まりを感じる季節となりました。10 月を迎え、後期がスタートしました。前期には、

様々な活動を通して、仲間と協力することの大切さや、自分の役割を果たす責任など、多くのことを学んできまし

た。後期は、これまでの学びや経験を生かし、中学校生活の集大成をつくっていく時期です。卒業までの時間は、

思っている以上に短いものです。進路について具体的に考え、目標に向かって学習に励むことはもちろん、学級や

学年の仲間との時間、学校生活の一つひとつも大切にしてほしいと思います。ご家庭でも、お子さまの頑張りや変

化に目を向け、温かく支えていただければ幸いです。 

前期の授業を振り返り、生徒への授業アンケートを実施しました。アンケートでは、次の 4 項目について尋ね

ました。「①授業内容はよくわかる ②学習したことを普段の生活で活用できている ③将来、社会に出たときに役

に立つと感じる ④家庭でどのような学習をすればよいかわかる」です。このアンケート結果を踏まえ、後期に向

けて大切にしていきたいことをまとめました。 

●国語科：授業内容に肯定的な意見が多い一方で、家庭学習でどのように取り組めばよいかが掴めていないことが

わかる回答でした。自身の課題が不明瞭なので、国語の勉強に時間を割けないため、自分の苦手分野を絞って積み

重ねをさせていきたいと思います。後期は入試対策プリントでたくさんの問題に触れ、経験値を増やせるような授

業展開を実施していきたいと思います。 

●社会科：授業内容を理解している生徒が多くいる一方で、学習したことを普段の生活で活用できていない生徒が

多いことが課題としてでました。後期は政治や経済を学ぶ中で、現実の事例や生徒が経験したことがある出来事を

とりあげながら、普段の生活で授業で学習したことをいかす挑戦心を育てる授業づくりを進めたいと思います。 

●数学科：授業では、生徒同士で学び合いながら課題を解決する時間を作っています。わからないところを解決し

ようと積極的に学び合うことで、理解が深まっていると思います。しかし、学習した内容の活用について課題があ

る回答でした。日常とのつながりなども意識できる授業展開を心がけていきます。 

●理科：身近な自然現象や生活用品、環境問題、科学技術などを題材として学習内容と結び付け、生徒が「学んだ

ことが生活や社会でどう生かされているか」を考える活動を取り入れ、理科を学ぶ意義や有用性を実感できる授業

づくりをしていきたいと思います。 

●音楽科：設問３学習したことは社会に出た時に役に立つかというところで肯定率が少し下がりました。音楽の授

業でどのようなことが身についているか、こちらから言語化して伝えていくことも必要だと感じました。後期は合

唱以外の幅広い音楽の活動（鑑賞・器楽・創作）に実態を踏まえて取り組めるようにしていきます。その中では、

仲間との対話を大切にしていきたいと思います。 

●美術科：身近な風景を、自分との関りを考えながら見つめたり、遠近法を理解して奥行きを感じる構図を考えた

りすることは、多くの生徒ができたと思います。鉛筆で正確な形を捉えたり、絵の具で豊かな色調を表現できた生

徒は、より良くするための興味が湧き、自宅での鑑賞や調べ学習につながったと思いますが、そうでもない生徒に

ついては自分でもっと調べようと思わず、美術の体験が将来社会で役立つということに気づきづらいものと考えら

れます。美術がどう将来に役立つのか、そのために今何を学ぶのかを実感できる話や制作を行いたいと思います。 

●保健体育科：保健分野は日常生活にも活かすことのできる知識が多いため、もっと身近な問題として捉えられる

よう指導方法を工夫していきます。体育分野は、授業の活動には積極的に取り組めているが、日常的に取り組むこ

とができるように運動やスポーツの楽しさを伝え、自ら活動するだけでなく、スポーツを観戦したり調べたりする

機会が増えるように指導していきます。 

●技術・家庭科：前期は、授業内容の理解や将来への有用感について 9 割以上の生徒が肯定的に捉えており、学習

内容の定着が見られました。後期は、学んだ知識や技能を情報技術や家庭生活の中で活用する場面を充実させ、課

題解決や試行錯誤を通して、実生活に生かす力をさらに高めていきたいと思います。 

●英語科：学習内容を理解している生徒は多くいますが、学習した内容の活用について課題がある回答でした。普

段の生活と外国語の習得を結びつける難しさを感じるところですが、学習する英語の使用場面や状況を意識しなが

ら、実際に使える英語が身につくような活動を取り入れた授業づくりをしていきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

日 曜 行事など 日 曜 行事など 

1 木 45⑤ 後期日課開始、２年生校外学習 16 金 50⑤ 医薬品の授業 

2 金 45⑤  17 土  

3 土  18 日  

4 日 （第 20 回西志津敬老ふれあいフェスタ） 19 月 50⑤ 下校時刻 15:10 

5 月 45⑤ 下校時刻 14:50  20 火 45⑥ 第２回進路説明会、教育相談  

6 火 45⑥  21 水 45⑤ 教育相談、第３回定期テスト範囲表・計画表配付 

7 水 45⑥ 印旛郡市中学校駅伝競走大会  ２２ 木 45⑤ 教育相談 

8 木 やまぶき祭、生徒会本部役員引継式・任命式 ※弁当持参 ２３ 金 45⑤ 教育相談 

9 金 50⑤ 前期通知表配付、第３回進路希望票配付 ２４ 土  

10 土  25 日  

11 日  26 月 45⑤ 下校時刻 14:45 

12 月 スポーツの日 27 火 45⑤ 教育相談 

13 火 45⑤ 下校時刻 14:45 28 水 45⑥ 教育相談予備日 

14 水 45⑥ 全校評議会 29 木 50⑤ 公開研究会 下校時刻 15:10 

15 木 50⑤ 第３回実力テスト（国数理社英）、全校委員会 30 金 50⑤ 放 30 分：質問学習会 

１組 

『めぐりあい』 

 

中学最後のやまぶき祭なので、悔いのない合唱にしたいです。指揮者として頼りないところもあ

りますが自分にできることを精一杯頑張ります。みんなと一致団結して最高の合唱を作ります。 

２組 

『モルダウ』 

 

中学最後のやまぶき祭なので今までで一番心に残る合唱にしたいです。指揮者としてみんなを引

っ張り 2 組の明るさと団結力を存分に見せられる合唱にしたいです。クラス全員で心を一つにし

て、本番では最高のモルダウを届けられるようにがんばります。 

３組 

『はじまり』 

 

クラスで取り組む最後の行事だからこそ、みんなが一つの目標に向かって練習した時間を大切に

したいです。私は、今までのみんなの努力や、この曲に込められた思いをどう表現するかを考え、

本番ではそれらが聴いている人にも伝わるような合唱を届けたいです。 

４組 

『決意』 

 

最後のやまぶき祭ということで 4 組はさらに力を入れて練習しています。今年は四部合唱とい

うこともあり大変な部分はたくさんありますが、1 日 1 日の練習を大切にして去年よりもパワー

アップした 4 組らしい歌声を響かせます。もちろん目指すのは最優秀賞です！ 

 

最近の合唱練習では、楽譜を見直したり曲想を考えたりし、クラスのみんなで曲を創っていっている様子が見ら

れます。先日、本番さながらの緊張感が漂う中、中間発表会が行われました。どのクラスもその時の精一杯の合唱

を発表し、他クラスの発表を聞き、自分たちの本番までの課題が明確になったようでした。中学校最後のやまぶき

祭で、各クラスが最高の合唱を披露することを願っています。やまぶき祭当日は、佐倉ハーモニーホールへ現地集

合・現地解散、お弁当持参となりますのでよろしくお願いいたします。 

指揮者より 

◎第３回進路希望票 配付10月 9日（金）提出締切10月 14日（水） 

『 同心響力 ～思い出と共に届けろ歌声を～ 』

11 月 4 日（水）５日（木）３年生第３回定期テスト   11 月 10 日（火）第４回実力テスト 

 

東京証券取引所の方を講師としてお招 

きし、株式会社のしくみや証券取引所に 

ついて学びました。昨年度の校外学習企 

業訪問の際にもお世話になりましたが、 

今回は３年生全員が「経済のこと」を学 

ぶいい機会となりました。各クラスの社 

会科係が司会進行やロールプレイングで 

活躍しました。 

やまぶき祭スローガン 

９月 15 日（火） 

10 月 8 日（木） 

 



 


